
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　ひょうご海外ビジネスセンターは、中小企業向けに海
外事業展開に関する調査費の一部を助成する「海外展
開調査支援事業」を実施しています。木工用刃物製造
の中橋製作所は、国内トップシェアを誇る角のみで海外
市場を本格的に開拓。同事業を活用した東南アジア４
カ国での市場調査や出展をきっかけに販売の足掛かり
をつかんでいます。

元気企業
訪問

株式会社中橋製作所

活性化センター・カレンダー

支援ネットのひろば

◦情報カレンダー

◦兵庫県信用保証協会かわら版
　�『女性創業セミナー』
　開催のご案内
◦孫の疑問に答える
　博学ご隠居の技術談義
　ソルベントクラック
　（溶剤亀裂）
成長期待企業のイチオシ！
壺坂酒造株式会社
ユズを使ったリキュール
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今月の支援メニュー
ひょうご海外

ビジネスセンター
海外ビジネス展開を考えてい
る県内企業を支援。2014年
から神戸市、ジェトロとの3機
関で発足した「ひょうご・神戸
国際ビジネススクエア」により、
ワンストップでの支援を行って
いる。
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JUMP2

　新年あけましておめでとうございます。
　近年の世界協調の流れが、今年、大きく変
わる可能性があります。特にアメリカの新体
制の動きやイギリスのＥＵ離脱交渉、原油等
資源価格の動向、これらに伴う為替の不安定
化などが懸念されます。先行きの不透明感が
高まる中、いかなる情勢の変化にも対応でき
るよう、足元を固めなければなりません。
　国内では、少子高齢化に対応した社会シス
テムの構築が待ったなしの課題です。日本全
体の活力を低下させる東京一極集中にも歯止
めをかける必要があります。
　人口が減少し、少子高齢化が進もうとも、
安定し、活力を保ち続ける地域を創っていか
なければなりません。地域創生の取組を軌道
に乗せていくことが今年の県政の大きな課題
です。

　第一は、安全安心の確保。福祉、医療の更
なる充実により、2025年問題に挑み、安心
して暮らし続けられる地域を創りましょう。
防災・減災対策を着実に推進し、来るべき災

ふるさとの　発展めざす　地域づくり　一人ひとりの　決意に依らん

害への備えに万全を期しましょう。
　第二は、県民の活躍促進。高齢者、障害者、
女性、若者などすべての県民が能力を発揮で
きる環境を整えるとともに、教育の質を高め、
ふるさと人材の確保を進めましょう。
　第三は、産業の活力増進。更なる企業集積
に取り組み、新事業展開や起業を後押ししま
しょう。また、農林水産業を成長産業と位置
づけ、イノベーションを興しましょう。
　第四は、交流の拡大。交流人口の増加で地
域に賑わいを生み出しましょう。兵庫五国の
多様な資源に磨きをかけ、国内外から人が集
う地域を創りましょう。

　1868年の兵庫県発足から150年の節目の年
が近づいてきました。
　今こそ、これまでの兵庫の歩みを振り返り、
次の一歩の足がかりとなる新たなビジョンを
描くときです。そして、県民の皆さんの夢と
地域への思いを結集し、兵庫の未来を切り拓
く。さあ、新しい地域づくりのステージへ、
ともに一歩を踏み出しましょう。

兵庫の未来を切り拓く

兵庫県知事



JUMP 3

　あけましておめでとうございます。昨年は
創立50周年を迎え、本年３月にはサンパル
から神戸市産業振興センタービルへ移転し、
新しいステージへ歩み出します。世界経済が
不透明感を増すなか、経済の変動に的確に対
応した経営が展開できるようチャレンジする
中小企業を応援してまいります。本年もよろ
しくお願いします。

１　�経営者に「気づき」の機会を提供し経営
課題の解決を支援する

　神戸市産業振興財団や神戸商工会議所と連
携して「ひょうご・神戸経営相談センター」を
開設しワンストップでの相談機能を高めると
ともに、県下各地域に開設した「よろず支援拠
点」サテライト相談所の利用向上や地域金融
機関・商工団体と共同した現地相談会の開催
により中小企業の経営課題の解決を支援する。

２　�ヒト・モノ・カネの経営資源の充実によ
り持続的成長を支援する

　「ひょうご中小企業技術・経営力評価制度」
による事業性を評価した融資の促進、新商品・
新サービスの開発資金貸付、設備貸与事業に
よる機械・車両等の設備投資支援、「ひょう
ご専門人材相談センター」による「攻めの経
営」を担う人材採用支援により中小企業の持
続的な成長を支援する。

３　�国内外の販路開拓や取引機会の拡大によ
り企業活動の舞台を広げる

　「ひょうご・神戸チャレンジマーケット」
での金融機関・バイヤーとのマッチング、海
外での見本市出展や拠点設立の調査助成によ
る販路開拓支援、大手企業との商談会の開催
による取引拡大、航空機など成長分野の企業
とのマッチングによる参入支援など中小企業
のビジネスチャンスを拡大する。

４　ひょうご経済のイノベーションを創出する
　多彩なアイデアを結集し新事業に取り組む
異業種交流グループの活動支援や女性・シニ
ア・UJIターンの移住による起業家、斬新な
発想と技術で市場を創造する若手起業家など
ひょうご経済の新たな担い手となる多彩な起
業家を支援する。また、首都圏からの本社機能
の移転を始め、国内外の企業立地を促進する。

５　�「中小企業支援ネットひょうご」のプラ
ットフォーム機能を強化する

　多様な専門性を持つ産業支援機関の連携に
より企業情報の共有や効果的な情報発信、事
業の相互協力など各機関の相乗効果を高め
る。また、地域金融機関や小売・流通事業者と
の連携を拡大し、成長期待企業の発掘・育成
など創業や経営革新、販路開拓など中小企業
の多様なニーズに応じた経営支援を展開する。

新しいステージで

センターの存在感をさらに高める

公益財団法人 ひょうご産業活性化センター

理事長　榎本 輝彦


